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資料のタイトル  
	
 化学工業における腐食事例と事例の有効利用（１） 
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失敗事例のタイトル  
	
 酸性水溶液中での Ti ｰ Pdの腐食に及ぼす弗化物の影響 

一次原因（材料要素）  
	
 全面腐食	
 無機酸腐食 

機種  
	
 容器 

部品  
 

材料  
チタン・パラジウム合

金	
 Ti‐Pd 

概略の寸法  

損傷発生時の状況  
	
 塩酸、硫酸等を含む酸性溶液環境に対して全く健全に耐用していた Ti‐Pd 容器が、短期間にきわめて大き
な腐食を発生した。 

調査内容とその結果  
	
 使用環境である酸性溶液組成を調べたところ、塩酸、硫酸濃度は殆ど変化していなかったが、腐食が発生し

たときには F濃度が高くなっていた。100 ℃での酸性溶液に対する Ti‐Pd の腐食性は、F 250 ppm を含む場
合 0.0mm/y に対して、700 ppm 含む場合には 39.1 mm/y という高い腐食度を示した(付表)。  

損傷発生のシナリオ  
	
 塩酸や硫酸などの還元性の酸に対して大きな腐食性を示す Ti に対して、水素過電圧の小さい Pd を合金化し
た Ti‐Pd は不働態化してすぐれた耐食性を示す。しかし、Ti‐Pd に活性域での腐食が発生するような厳しい
環境になると、Pd を合金化して水素発生反応が起こりやすい分、Ti よりも Ti‐Pd の方が大きな腐食性を示
すようになる。酸性溶液中に Fが含まれることによって、このような激しい腐食性を帯びる状態になった。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	
 酸性溶液中の F濃度を管理することによって腐食の発生を防止した。 

教訓  
	
 溶液中に腐食性成分が微量含まれていても、耐食性の優れた材料であっても、短期間で激しい腐食を発生す

ることがある。 

備考  
 

失敗の主要因 誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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